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今回の６つのポイント

◎はたして「ゲノム編集食品」は表示付きで店に並び、
消費者は買うのか。そのための条件は何か。

◎遺伝子組み換え作物の歴史を参照しながら、ゲノム
編集食品の特徴とは何かを考える

◎ゲノム編集のギャバトマトは受け入れらるか。競合製
品が多い中、消費者の心をつかめるか。

◎メディアはゲノム編集食品をどう報じているか

◎企業の対応はどうあるべきか

◎メディアのゆがんだ報道をどうただすべきか

■どうしたら国内で流通し、消費者が入手できるのか。メ
ディアを通じて、どのようによいイメージを醸成するか
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モノはどうやって市場に
登場するか。ＧM作物と比べる

個人や企業がモノを販売する。

売れなければ撤退、売れれば

継続して市場に残る。これに尽きる
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ゲームの配信を認めるか議論したらどうなるか。ゲーム依存
症１００万人。小児科医師会は安全性審査が必要と主張
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新しい科学技術はどう普及したか

・最先端テクノロジーのスマホは、なぜ普及したか。

・ＷＨＯは２０１８年６月、ゲーム依存を「ゲーム障害」と
いう精神疾患のひとつに位置付けた。多数の研究報告
で前頭前野の働きが低下するなど脳の破壊が起きるこ
とが判明。日本の中高生約１００万人が障害をもつと文
科省が報告。日本小児科医会は「スマホこそ安全性の
審査が必要」と国に要望書を出した。いまだスマホの使
用基準はない。

・新しい科学技術の普及には「国民の大多数の理解が
前提」は本当なのか。従来のＧＭ作物は、米国や海外の
市民の理解があったから普及したのだろうか。否である。



みなで審査したら上映されるか。私の娘は残酷な
シーンが多く、小学生に見せていない。審査したら出

てこないかもしれない
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ゲームも鬼滅の刃も
市場に出したら売れた

つまり、受け入れる消費者がいた
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では、ゲノム編集食品はどうか。

遺伝子組み換え作物は、米国でど
のように登場したかが参考になる

売る者と買う者の商行為が

成立すれば継続する
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出典 遺伝子組換え作物の栽培面積：「ISAAA Brief 54: Global Status of Commercialized Biotech/GM Crops: 2018」
世界の耕地面積：総務省統計局「世界の統計 2019」*2016年の世界の耕地面積との比較

世界の遺伝子組換え作物栽培面積（推移）



なぜ、世界中の農家は通常より高い
ＧM種子を買ったか

①農薬の使用が節約できる
②労力が削減できる
③収量が増える

・旧モンサント社は悪名高き企業だったにもかかわらず、
なぜ農家はＧM種子を買ったのか。世間の評判よりも種
子購入・栽培のメリットのほうが大きかった。

■自分に利益が生じるかどうかは決定的に重要。他人
のためではなく、自分の生業の持続的発展のために農
家はＧM種子を植えた。スペインの農家「グリーンピース
は怖くない。私の生活を保障してくれるなら、いつでも栽
培をやめてやるよ」と言ってやる。
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GM作物はなぜ世界で普及したか

◎１９９６年にモンサント社がGM大豆を販売

→農家が買って、栽培し、出荷した→それを買った

事業者が家畜のえさや食用油の原料として使用し
た。販売から消費まで完結。政府も介在せず。

・この完結は商行為として成立。お互いの利益に
なるから、栽培、販売、消費の循環が成立。

・米国民の多くがＧM作物を理解したから成立した

のではない。反対運動もあった。テレビ、洗濯機、
冷蔵庫、車、スマホの普及は、理解が先ではない。
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Ⓒバイテク情報普及会、2017

この農家はなぜＧM作物を栽培するのか。
商行為は継続、真実が伝わっていないのが問題

◎ネブラスカ州のフリー
ゼンさん（１３年夏）。殺
虫剤をゼロにできる。

◎日本の消費者は「ノン
ＧＭを求める。それは殺
虫剤を使ってくれという
意味。でも、殺虫剤は使
いたくない。健康にも環
境にもよくないから」

◎Ｂｔたんぱくは有機農
業でも使っている



ではなぜ日本はGM作物を
大量に輸入しているか

品質が安定、価格が安い、安定して
確保できる、
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日本の遺伝子組換え作物の輸入推定量（2018）

作物

日本への主要
輸出国

※カッコ内の数字は各国におけ
る2017年のGM栽培比率

作物の
総輸入量

(単位：千トン)
(A)

うちGM作物
の推定輸入量
(単位：千トン)

(B)

GM作物
推定輸入比率

(C)

トウモロコシ
（自給率：0％）

米国（93％）
ブラジル（88％）
南アフリカ共和国（85％）

15,802 14,558 92%

ダイズ
（自給率：7％）

米国（94％）
ブラジル（97％）
カナダ（100％）

3,236 3,053 94%

ナタネ
（自給率：0％）

カナダ（95％）
オーストラリア（24％） 2,337 2,082 89%

ワタ（採油用）
（自給率：0％）

米国（96％）
ブラジル（84％）
オーストラリア（98％）

103 95 92%

合計 21,479 19,788 92%

(B): 各国からの輸入量に、それぞれの輸出国での2017年の遺伝子組換え作物の栽培比率を掛け、足し合わせた数量
(C): 遺伝子組換え作物の推定輸入量(B) を、その作物の総輸入量(A)で割って得られた比率

「財務省貿易統計」、「農林水産物輸出入概況（H30）」、 「ISAAA Brief53（2017）」を をもとにバイテク情報普及会とりまとめおよび試算

これらの作物は、私たちの身近な食品や家畜のえさなどに利用されています。



日本への輸入と三大用途
油、家畜のえさ、甘味料。

非組み換え

組み換え

家畜飼料

食用油

液
糖

豆腐など・表示は組み換
えではない

表
示
義
務

な
し



商品に魅力があれば、誰かは買
う。一定の消費者層があれば。

ＧM作物は、国民の理解が先にあっ

て、流通しているわけではない。いま
反対運動はあるが、流通している。
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日本のＧM作物の特殊状況

◎日本もGM作物を輸入、家畜のえさ、食用油の原料、清涼
飲料の液糖に使っている。経済的には、輸入事業者、家畜
生産者（農家）、食用油・清涼飲料メーカー、スーパーでの販
売（卵、肉、油など）が成立。社会的な受容は成立。米国から
見ると「日本の人たちはＧM作物を受け入れている」。反対運
動も「輸入ストップ」とは言っていない。
【特徴】

①日本国内での栽培はない②スーパーでの販売はすべて
「組み換えではありません」。消費者の目に見えないところで
流通。「GMです」との表示で消費者が買っている光景は実現
していない。もしゲノム編集トマトが店に並び、表示を見て買
う光景が現れたら、日本人として初めての体験。最初に店に
並んだトマトはビッグニュースになる。これがゲノム編集トマト
で実現するかと思ったが、どうやら健康食品としてネット販売。
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表示から見る
ＧＭ作物とゲノム編集の違い

ＧM作物は見えないけれど大量に流通

ゲノム編集食品は「ゲノム編集です」と
の表示、見える形で流通するか？
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日本発・初のゲノム編集トマトは
どう普及するか
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ゲノム編集食品の最大の壁は
何か。GMパパイヤから考える

◎ハワイのＧMパパイヤ。日本では流通せず。
スーパーが扱わないからだ。スーパーが扱うか
どうか、こそが大きなカギをにぎる。

◎国民の理解度向上は必須の条件ではない。

一定の数の消費者が買えば、市場は成立。

◎GMパパイヤの二の舞にならないよう応援す
る市民サポーターがどれだけ現れるかも重要。
しかし、スーパーが扱わないと、パパイヤと同じ
運命になる。

20



サナテックシード社は苗を５０００人に無料配布
今後の展開はどうなるか

①苗の無料配布で消費者に魅力的なイメージを醸成できる
か

②生鮮にせよ、健康食品にせよ、買ってくれる消費者層が現
れるか
③農家が種子を買って、栽培するか（契約栽培になりそうだ）。

④収穫されたトマトを流通業者が扱うか。店に並ぶか。そこで
反対運動が起きるかどうか。

⑤店を通さずに販売する健康食品のネット販売になりそうだ
（サナテックシードが４月２３日に公表）。④のトラブルは回避
できる。スーパーは販売に消極的が、これも回避できる。

⑥メディアの報道いかんでイメージが左右されるので、今後
はメディアがどのように報じるかが行方を決める。
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私が考えていたゲノム編集トマトの成功する条件が
ネット販売で変わった

①＜生産者に利益が生じるか＞種子代が高くても、
買うか。生鮮トマトが売れるかどうかと思っていた
が、契約栽培なら、そいう懸念は減った。

②＜消費者にとって買うメリットあるか＞安いから
買うのか。高くても健康によいトマトなら買うのか。
健康食品の魅力度いかんになった。

③＜店が扱ってくれるか＞（販売してお客が来る
か、売れるか、店の前でプラカードをもつ反対運動
があっても扱う意思はあるのか）。

■サナテック社は健康食品として販売する戦略。
農家は契約栽培で①と③の問題がなくなった。

22



ゲノム編集食品の普及条件のまとめ

◎ゲノム編集食品が普及するためには、ＧM作物
と同じく、企業による種子の販売、農家の栽培、店
かネットでの販売、消費者の購入のすべてがそろ
う必要がある。このサイクルは、市民の反対運動
があるかどうか、国民の理解度が低いかどうかと
は無関係。

◎ゲノム編集トマトの種子は、契約栽培で農家が
買う。あとは「消費者が買うかどうか」にしぼられて
きた。すべてはそれぞれの利害関係者にとって「魅
力（利益）」があるかどうか、にかかっている。メディ
アがどこまで肯定的に報じるかは大きい。
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消費者はどこまで倫理的な観点か
ら動くか。地球環境のために買うか

１回は買っても、継続して買うことは
ないのではないか
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食料不足など世界の農業危機を訴えても？

25

●なぜ、いま必要か（バイオステーションから） 

 



食料不足の解決に。どこまで魅力的か
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目に見えない形で流通するＧM
作物との比較評価

１０項目で採点してみた。

ゲノム編集トマトはＧＭとは異なり、

受け入れられる素地は高い
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◎ゲノム編集食品とＧM 作物の違い 

 ゲノム編集 判定 GM作物 受容度 

反対運動 少しあり ▽ いまも強い × 

政府の後押し・

方針 

国が主導 SIP

など率先的 

〇 あまりない × 

自治体の後押

し 

妨害なし 〇 条例で妨害 × 

巨大企業への

批判 

研究者なので、

なし 

〇 批判強い × 

研究への反対 なし 〇 訴訟も起きた × 

メディアの反

応 

比較的よいか

両論併記 

▽ 悪い × 

安全、科学への

信頼度 

まずまず 〇 低い（セラリーニ氏な

ど） 

× 

研究者の顔 見える 〇 見えない × 

消費者へのメ

リット 

付加価値を強

調 

〇 あっても、見えない × 

表示して販売

するか 

表示して販売 〇 GM表示の食品なし × 

総合評価 健全に発展す

る要素あり。国

内で栽培流通

が可能 

〇 従来のまま進行。もは

や国内での栽培無理 

× 

 

※〇印は社会的受容度が高い。▽はどちらとも言えない。×は受け入れが難しい。 



メディアはどう報じているか
◎ＧM作物ほどひどい報道はない。両論併記と
いえ、開発者の学者の声も載せている。

◎消費者は「審査なしに不安」「表示が必要」と
の声をGM同様に載せている。大半の新聞は
「表示は必要」と書いている。

◎朝日、毎日はやや否定的な論調

■安全性の審査はないが、国と開発者の事前
相談で国は実質的に安全性を確認している。こ
のことをもっと強調することが必要。
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どんな報道があったか。やはり「不安」好き
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●ゲノム編集食品に対する新聞各社の違い（見出しや文中の表現を引用） 

 届出と安全性 表示 

読売新聞 事前相談は実質的な審査

（見出し）。 

課題は「表示 販売者任せ」

（見出し）。国は表示を強制

しにくい。 

毎日新聞 届出は任意。罰則なし。事前

の確認はあるが、安全審査

の対象外。 

表示義務なしに「不安」（大

きな見出し＝１月１８日）。

サナ者は表示する方針。 

朝日新聞 届出は任意。安全性を懸念

する声がある。 

「表示は不要」と政府が決

めた。サナ社は表示ラベル

をつける。専門家は「国が表

示を強く呼びかけるべき」 

日本経済新聞 「安全性への懸念は低い

が、消費者の不安払しょく

のために情報公開が必要」

（北大の石井氏） 

サナ社は表示して売る。他

の食品企業はゲノム編集の

商品化の計画なし。 

産経新聞 国は「安全性の審査は不要」

と判断。花粉が飛んで生態

系を乱す恐れあり。 

国は表示を義務づけないと

決めた。サナ社は表示して

売る。 

東京新聞 国の専門家会議は「届出だ

けでよく、詳しい安全性審

査なしで販売してよい」と

判断 

サナ社は消費者の知る権利

に配慮し、表示する。 

◎参考情報 

※どの新聞も「ゲノム編集は従来の品種改良と区別がつかない」と書いているが、 

そのあとの説明で、消費者の懸念を伝えたり、表示がないのを問題にしている。 

※朝日と毎日が否定的なニュアンスで反対の意見を載せたりしている。 

※表示義務がないのは問題だというニュアンスは、朝日と毎日、読売に目立つ。 

※産経は実用化の動きが広がりそうだとしながら、生態系への乱れを指摘。内容がアンバラ

ンスな感じ。 

※日経は、他の食品企業の動向を取材、どの社も「製品化の予定なし」と報じた。 

 



報道と多数派、メデアたメディアは少数派閥の
関係

多数派科学者の
考え方

少数派科学者・市民団体の
考え方

報道スタンス

遺伝子組み換え作物 安全 危ない・表示必要 危ない・表示必要

残留農薬 安全 危ない 危ない

子宮頸がんワクチン 安全（有効） 危ない 危ない

食品添加物 安全 危ない 危ない

トリチウム水 安全 危ない 危ない

地球温暖化 地球が危ない 懐疑的（危なくない） 危ない



GMほどひどい記事はない

共通は「消費者の不安をどう払しょくす
るか」というお決まりパターン。研究者・
開発者がどんどん市民の集まりに出て

いくことが必要
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メディアの懸念

34

◎届け出が義務ではない

◎安全性の審査がない

◎表示が義務ではない（消費者の知る権利に何処まで応え
るか）

◎不安の払しょくが必要



４つの懸念にどう応えていくか
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ＧＭ作物とゲノム編集の最大の差は何か
主に４つある

●ＧＭ作物は、海外の巨大企業（①）が主導。日本は
輸入するだけの消費国。この状況を米国から見れば
「日本はＧＭ作物を受け入れている」（多くの消費者の
気持ちに不安があっても受容している）とみえる。

●ゲノム編集は、いまのところ、情熱のある学者（②）、
研究者（高ＧＡＢＡトマト、毒の無いジャガイモ、肉厚の
タイなど）が食品種苗業界をリードしている。

●企業は表示（③）をして売る。消費者へのメリット
（④）を強調して売る。

◎巨大企業への批判のような嵐は吹いていない。国
産のゲノム編集食品が育ってくれればという希望もあ
る。消費者とメディアの支援次第か。



ゲノム編集食品の特徴

◎安全性の審査は不要（ＧＭ作物は審査を義務づけら
れている）。従来の品種改良と変わらず、安全性の確認
は不要と政府の識者会議で決めた。

◎表示義務も不要。従来の品種改良による遺伝子の変
異と区別がつかないため。素性を追跡するトレーサビリ
ティは可能か。ある特定のトマトやタイを見せ、これがゲ
ノム編集されたものかどうかを検証することは不可能。
仮に義務づけても法的実効性が伴わない。「そもそも表
示を義務づけることは科学的に不可能です」と言おう。

◎ただし、ゲノム編集に関する情報をもつ開発者が自分
の開発したトマトかどうかは分かる。開発者が任意で表
示することは可能。できる限り自発的に表示しよう。
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政府がもっと強調すべきことは何か
◎安全性の審査は「事前確認という形でアレルゲ
ンの有無などを確認しています」と伝えたい。

◎表示は販売者任せではなく、表示するよう呼び
掛けています。

◎表示を義務づけても、科学的な検証ができず、
法的な実効性が伴わない。

◎国内にゲノム編集食品の新産業を興し、世界を
リードしていきたい。研究者の情熱の姿をもっと見
せる。
■メディアの懸念に一つ一つ応えていくことが必要
メディア向けセミナーはこの演習セミナーにしたい
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ゲノム編集トマトなどの科学的説明は
どうあるべきか

◎血圧上昇を抑え、リラックス効果の成分を多
く含むハイギャバ（ガンマ-アミノ酪酸）トマト。２０
２０年１２月に厚生労働省へ届け出。クリスパー
キャス９を使った農産物が世に出るのは世界で
初めて（江面浩氏）

◎毒のないジャガイモ

◎肉厚のタイ

◎おとなしいマグロ

◎穂が大きく、収量の高いイネなど
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何事も、滑り出しが肝心。
初動は成功するか
ゲノム編集トマトは、すでに

苗の無料配布が決まっている

５０００人の申し込み。人気は高い。
もっとニュースになっていてもよいはず
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サナテックシードが苗を無料配布

◎当面は、ゲノム編集トマトへのイメージの良し
悪しは、すべて苗を栽培した市民の反響にか
かっている。５０００人のモニターの反応いかん。
アンバサダーを任命し、マスコミの露出を増や
す。学校の先生、料理の専門家、主婦、ブロ
ガー、タレントなどをアンバサダーにしよう。そし
て自由にマスコミに語らせよう。愛称も募集した
い。シシリアンルージュハイギャバでは、愛着は
わかない。サナテック社はおもしろい企画を考
えているそうです。メディア向け広報がいまひと
つ物足りない。
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社会的な受容の条件は何か

■仮に社会的理解が進み、８割の国民が「安全
だと思う」、残る１～２割が「危険だと思う」から、
反対運動を起こすという社会で何が起きるか。

・反対の１割の人を賛成に変えることは不可能。

価値観の対立はリスコミで解消されないから。

◎ゲノム編集で生まれるモノが、どこまで魅力
があるかにかかっている。メディアに出て堂々と
先頭に立てる人が現れるかがカギ。メディアの
報道いかんともいえる。



米国でなぜ豆腐が売れたか

◎NHＫの番組「逆転人生」（２月２２日）でヒラリーク
リントンさんが「夫婦で豆腐ダイエット実践」をテレ
ビで話し、きっかけに。豆腐スムージーを作る女性
にヒント。ベジタリアンの宗教団体が興味を示し、
支援。インフルエンサーがいれば火が付く。

◎不特定多数の消費者の人気だけではなく、１０
～２０人の「アンバサダー」（広報大使）がメディア
に魅力を語ることが必要。やらせではない、大使が
必要。成功のカギは、どんなアンバサダーを選ぶ
か。メリットを享受する人たちが先進的な事例を見
せるかどうかが重要。
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ゲノム編集食品の理解のための
伝達法

ノーベル化学賞の受賞となった最新の
技術です、がよい。有名人が「あなたも
ノーベル賞の技術を体験してみません

か」と。メディアもそう報じる。
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最大のハードルは
競合製品の多さ

GABA製品は４００品目以上も
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GABA製品は４００品目以上も
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ハピトマ（機能性表示食品）リコピンが２倍も
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競合製品の例・伊藤園の飲料

◎三つの機能をもつ

• 血圧のサポート;中性脂肪を抑
える;血糖値の上昇を抑える

• 本品には難消化性デキストリ
ン（食物繊維）、GABAが含
まれます。難消化性デキスト
リン（食物繊維）は、食事か
ら摂取した糖や脂肪の吸収を
抑えることにより、食後の血
糖値や血中中性脂肪の上昇を
抑制することが報告されてい
ます。

• GABAには血圧が高めの方の
血圧を下げる機能があること
が報告されています。
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まとめゲノム編集食品の成否

◎GABAの豊富さをうたうメリットでどこまで消費者
は魅力を感じるか（GABA製品はすでに数百品目の
競合商品がある。GABAみかん、GABA米、ＧABA
チョコ、カゴメなどのGABAトマトもある）。
◎若い世代に「血圧上昇抑制」は受けない
◎ハイギャバの濃縮飲料は競合製品に勝てるか

◎管理栄養士はこの種のバイテク食品に悪いイ
メージをもつ人多い。どう訴求するか。

◎生鮮トマトとして、品種のシシリアンルージュは
どういう料理に合うか。特定のレストランでゲノム
編集トマトをリッチな気分で食べられないか。
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新しい編集武器
◎クリスパー（CRISPR）・キャス９
（Clustered Regularly Interspaced Short Palindromic 
Repeats）
・ガイド役のRNAとハサミ役のCAS9（切断酵素）のセット（相
棒）で動く。細菌がウイルスを撃退するための免疫システ
ム。

・クリスパーは、細菌が敵のウイルスを撃退するために、ウ
イルスの遺伝子を切り刻み、敵の情報として記憶したファ
イル（「短い回文配列の繰り返し」のことです。記憶役と実
行役の相棒。
◎オフターゲット問題

・これは化学物質や放射線ではもっと起きる。健康への影
響とは無関係。



名探偵相棒の
「クリスパー君・キャス君」

探知能力の高いガイド役の「クリスパー君」と

相手を一撃する強い腕力をもった「キャス君」



クリスパー君とキャス君の活躍

◎おいしいお米のミルキークイーン君

「私は、化学薬品によって生じた無数の突然変異の中から、
選ばれて生まれてきたんです。あてずっぽの遺伝子変化だっ
たので、相当に時間がかかったんです。ほとんどの消費者は
私の素性を知らないと思うけど」
◎クリスパー君の答え

「僕なら、狙った遺伝子を書き換えてあげるから、すぐに誕
生させてあげたのに大変だったね。血圧を下げるGABAという
成分を増やすように遺伝子を書き換えることもできるんだよ」

◎「外から遺伝子を入れなくても、その植物自身がもっている
遺伝子を上手に書き換えるだけで、新しい農産物をつくって
あげるのが、僕の役割です」



部品の組み合わせを狙い通りにでき
る方法はないか

■遺伝子の変化（部品の組み合わせ）を起こす方
法には以下の技術があります。

①化学物質（突然変異を起こす物質）

②放射線（遺伝子のつながりを切ります）

③太陽光線など自然の力

④遺伝子組み換え技術（外から遺伝子を入れてや
る）

⑤ゲノム編集技術（特定の遺伝子を上手に書き換
えてやる）＝これがもっともすぐれた手法



ゲノム編集食品とは何かを理解してもらうため
の説明の仕方はいろいろあるが。

■３つの特色

①ゲノム編集は狙った遺伝子を効率よく改変できる最新の技
術。従来の農作物の品種改良技術のひとつだ。自然界で起き
ている突然変異を意図して起こし、目的の作物を手に入れる。

②もともとある遺伝子を改変するだけで、外部から遺伝子を
持ってくることはしない。

③いま最も普及しているのは、２０２０年にノーベル化学賞を受
賞したジェニファー・ダウドナ・米国カリフォルニア大バークリー
校教授ら2人が開発した「クリスパー・キャス9」という名の手法
である。特定の決まった遺伝子配列を切るハサミ酵素を使って、
狙った遺伝子を改変する（これは、細菌がウイルスの攻撃から
身を守るためにもっている免疫の働きからヒントを得て生まれ
た）。

◎最大の魅力は、これまで１０年以上かかっていた品種改良が、
わずか数年に縮まったことだ。育種期間の短縮。
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ゲノム編集トマトは特殊ではない

■いまから１０００年以上前の野生トマトは小さくて
おいしくなった。いまは大きさも大きく、おいしいで
すね。何が変わったのでしょうか。

・甘さ、形などを決める遺伝子の数を調べたら、全
く変わっていませんでした。つまり、過去すべて部
品は同じだったのです。

・しかし、部品（遺伝子）をよく見ると、部品と部品の
組み合わせは何度も何度も変化してきました。つ
まり、遺伝子の変化は何度も起きてきたのです。

・トマト自身が持っている遺伝子の組み合わせを変
えてやれば、おいしいトマトができるのです。



食品企業の姿勢は
どうあるべきか

不用意な発言を残さないこと

56



市民団体のアンケートへの答え方

●日本消費者連盟が２０年１１月、大手食品４８
社にゲノム編集食品の取り扱いについてアン
ケート。３８社が回答。「国が評価しているので
安全性に問題はない」と回答したのはサント
リー１社のみ。「取り扱わない」と答えた「はごろ
もフーズ」「ブルボン」「森永乳業」の３社の姿勢
を歓迎したい（同連盟のＨＰ）。「安全を優先して
慎重に対応していく」と答えた１８社（アサヒ、味
の素、伊藤ハム、カルビー、キッコーマン、カゴ
メ、日清オイリオなど）も歓迎したい。
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ビール会社はいまもノンGMO

◎ビール会社はいまも非組み換えコーン（コー
ンスターチ）を使用。ビールに元の組み換え
DNAが残存するわけではなく、使う理由はない

が、過去に「使わない」と答えているので、ずっ
とその路線。「使った」と答えた時点でマスコミ
のニュースになり、ビールのイメージ悪化につ
ながるためだ。ノンGMの輸入のために数十億

円も余分にかかる。アンケートは見えない圧力
だと心得よう。
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模範解答はあるか

◎消費者団体は「不安なゲノム編集食品を扱わないよう
取り組みを進めるためにアンケートをおこなっている」こ
とを銘記する。

◎不合格＝「原材料の確認に不安」（丸大食品）「現時点
で積極的に使用する予定はない」（カルビー）

◎合格＝模範的な答えは「国の安全基準に従います」
「国内外の動向を見ながら検討したい」「幅広く情報を収
集しながら検討したい」

■あとで困るような証拠を残さない。つなり言質をとられ
ないようにする。一部の市民団体に歓迎されて得するこ
とはあるのだろうか。
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ファクトチェックは
どこまで信用できるか

メディアには天敵がいない

これが大問題
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毎日新聞２０年１０月１６日朝刊
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まとめ・もっとメディア露出度を高めたい

■ゲノム編集食品が普及するための条件

①消費者が買いたいほど商品の魅力が高いか

②店が扱ってくれるかどうか（ネットなら大丈夫か

③一定の市民サポーターが確保できるか

④国の後押しが期待できるか

⑤世界初の自国産ゲノム編集食品を世界へ広め
たいと思いませんか（愛国心に訴求）

⑥研究者の夢を応援したくなる空気をつくれるか
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